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星 野 光 男 議 員（ 木 曜 会 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 尾道市立大学の今後の方向性について 

（1） 令和３年度の尾道市立大学のＳＴ比（教員一人当たりの学生

数）22.2 についてはどのように考えていますか 

（2） 尾道市立大学は全国公立大学平均のＳＴ比、11.2 より高い

が、ＳＴ比を小さくする事について期間目標や数値目標が有

ればお示し下さい 

（3） 入学者選抜試験の志願者数や受験者数の減少と、入学後の学

生のケアなど学生数維持に向けた方針や具体的な取り組みに

ついてお聞かせください 

（4） 退学について、公表している退学人数や退学率について、ど

のように受け止めているのか、また、退学に至った理由、防

止策と合わせてお聞かせください 

（5） 尾道市の職員が行なっている業務、コンサルや企業に委託し

ている事務などで、尾道市立大学情報経済学部の学生の研究

材料になるような調査やフィールドワークは無いでしょう

か。大学側は研究資金獲得につながり、学生は実社会の課題

を間近で感じることができます。見解を伺います 

（6） 尾道市立大学への理工系学部設置について、社会の流れと市

内の産業を俯瞰した時に、尾道市としてはどのような方針を

示されますか。また、受験生獲得や日々、学生と接する尾道

市立大学はどのような判断をされているのでしょうか 

 

 

 


